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しかし， GDP比の医療費水準は経済協力開発機構(以下， OECD) に加盟する先進国 30か



















機関での治療を拒否することもある (12)。 また， 精神障害者は抗精神病薬の服用により， 痔痛
の訴えが隠されたり， 尽痛自体を感じず手遅れで， 身体疾患が発見されることがある (13)。 し
かし，それ以上に，身体疾患を抱えた精神障害者には，一般医療システムの不備の問題が大き














内村ら (16)による 「戦時下の精神病院統計」 では，松沢病院の精神科入院患者において，戦
争により増加 した疾患は，結核，消化器疾患，衰弱であったと報告している。また，死亡には
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立津(17)による 「戦争中の松沢病院入院患者死亡率」 では， 松沢病院の入院患者において，
栄養失調，胃腸炎，脚気などの栄養障害による死亡が 1944(昭和 19)年には全死因の 50.5%，
1945 (昭和 20)年には 62.3%であったと報告している。また，その他に進行麻庫，非結核性








較 して約 2倍であり，平均余命は一般人口に比較して約 20%低い結果が得られている (18)。死
亡原因は，自殺や事故が最も多いが，身体疾患は統合失調症の患者に多く見られる。統合失調




篠崎(9)は，精神障害者の死亡原因に関して， 1968 (昭和 43) 年~ 1970 (昭和 45)年の神奈
川県の精神科病院 l施設の精神障害者の院内死亡精神障害者と神奈川県の一般人口の死亡者と
を比較し分析している。結果，精神科病院入院患者の死亡率は，一般人口に比較して著しく高
く，男性 6.8倍，女性 7.5倍であった。死亡原因は，脳血管疾患が最も多く ，次いで肺炎 ・気
管支炎，心臓疾患の順であった。
松下 ら(20)は戦後 28年間の松沢病院入院中に死亡した 973例の死因を継時的に分析し，薬物
療法の導入にともない，結核，消化器疾患，進行麻庫などが激減し，呼吸器系疾患，悪性腫虜，
自殺， 窒息が激増したことを指摘している O
都築ら(21lは， 1969 (昭和 44)年から 5年間に群馬県の全精神科病院 17か所で入院中に死亡
した 695例に関して，一般人口と比較して調査した。 一般人口に比較して， 自殺が 28倍，肺















































































入院群では， Basic Activities of Daily Living (基本的日常生活動作。以下， BADLo)， 
Instrumental Activities of Daily Living (手段的日常生活動作。以下， IADLo)， Activi-




活動を言う。 ADLはこの 2つの BADLとIADLを含む日常生活の動作のことである。



































~19歳. 20~29歳・ 30~39 歳 . 40~49歳・ 50~59歳・ 60 歳~
3 現在、医者にかかっている慢性のからだの病気はありますか。(当てはまるものすべてにOをつけて
ください)
1 )ない 7)肝臓病 13)更年期障害








































患を抱えていることがうかがえる。特に， 地域施設精神障害者のうち， 糖尿病が約 7%~
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図表2 地域施設精神障害者の身体疾患の状況(%)
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また， 日本ヒューマン ・ケア心理学会第 10回大会(平成 20年 9月13日・14日開催)では， I地域
施設通所精神障害者の身体的健康の現状と課題一一利用者 3人の聞き取り調査の KJ法分析から
」として，質的調査を報告している。
(にしむら のぼる 社会福祉学研究科社会福祉学専攻修士課程修了)
(指導:漆葉成彦教授)
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